
行政系施設　個別施設計画

一関市役所

本庁舎

鉄骨鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 改修

内容 屋上防水

経費 25,000 25,000

区分 改修 維持管理・修繕

内容 外壁全更新 外周レンガタイル修繕

経費 95,610 10,000 105,610

区分 更新

内容 高圧気中開閉器等交換

経費 1,500 1,500

区分 改修 改修 更新

内容 電気設備改修 電気設備改修 集中監視装置更新

経費 8,030 8,800 100,000 116,830

区分

内容

経費 0

区分 改修 改修

内容 冷温水発生機分解整備 冷温水・ボイラー分解整備

経費 18,700 40,000 58,700

区分 更新

内容 給水槽更新

経費 15,000 15,000

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕 改修 改修

内容 地下排水槽ポンプ修繕 冷温水配管改修 排管改修

経費 1,500 200,000 200,000 401,500

区分 更新 更新

内容 非常用放送設備更新 非常用照明・操作用整流器盤更新

経費 5,000 2,000 7,000

区分 更新

内容 消防設備（シャッター）

経費 15,000 15,000

区分 更新

内容

経費 14,000 14,000

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 自動ドア

経費 5,000 5,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 1,500 10,000 0 0 0 0 0 11,500

合計 改修 122,340 8,800 0 0 0 30,000 200,000 200,000 0 0 40,000 0 601,140

合計 更新 0 0 0 0 0 6,500 46,000 100,000 0 0 0 0 152,500

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

5、30

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

11～15
H22

R04（1基）

給排水
設備

水槽類 15

浄化槽・ろ
過設備

15

電気
設備

受変電 6～15

高圧機器
類

6～15

照明
設備

6～15

建築

屋根 11～20

H03屋上
H07車寄、
風除室、玄
関

H21屋上

外壁 12～18 H19～H21

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 90%

施設名

建物名

構造

延床面積 9204.87㎡

建築年度 1980年度

経過年数 45年

耐用年数 50年
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行政系施設　個別施設計画

一関市役所

現業棟

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 改修

内容 屋上防水

経費 60,000 60,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕

内容 排水管改修

経費 8,000 8,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 8,000 0 0 0 0 0 0 8,000

合計 改修 0 0 0 0 0 60,000 0 0 0 0 0 0 60,000

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 45年

耐用年数 50年

老朽度 90%

施設名

建物名

構造

延床面積 561.36㎡

建築年度 1980年度
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行政系施設　個別施設計画

一関市役所

付属棟

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他
設備

その他
設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

経過年数 33年

耐用年数 38年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 197.2㎡

建築年度 1992年度
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行政系施設　個別施設計画

一関市役所

会議室棟

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕 改修

内容 構造診断 外壁改修

経費 8,000 10,000 18,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容

経費 10,000 10,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 8,000 0 0 0 0 0 0 8,000

合計 改修 0 0 0 0 0 0 10,000 0 0 0 0 0 10,000

合計 更新 0 0 0 0 0 10,000 0 0 0 0 0 0 10,000

20年

耐用年数 27年

老朽度 74%

施設名

建物名

構造

延床面積 504.78㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関市役所

車庫棟Ａ棟 車庫棟Ｂ棟 車庫棟Ｃ棟

鉄骨造 鉄骨造 鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修 改修

内容 大型シャッターの電動化 シャッター改修

経費 6,000 20,000 26,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 6,000 20,000 0 0 0 0 0 26,000

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

415.54㎡

1980年度

45年

31年

145%

669.25㎡

1980年度

45年

31年

145%

経過年数 45年

耐用年数 31年

老朽度 145%

施設名

建物名

構造

延床面積 390.16㎡

建築年度 1980年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関市役所

浄化槽機械室

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 45年

耐用年数 38年

老朽度 118%

施設名

建物名

構造

延床面積 28.3㎡

建築年度 1980年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

消防本部

庁舎

鉄骨鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 外壁改修

経費 50,000 50,000

区分 更新

内容 受電設備更新

経費 1,353 1,353

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 エアコン更新

経費 30,000 30,000

区分 改修

内容 貯水槽改修

経費 11,198 11,198

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 排水管改修

経費 3,025 3,025

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 3,025 0 11,198 0 0 50,000 0 0 0 0 0 0 64,223

合計 更新 0 1,353 0 0 30,000 0 0 0 0 0 0 0 31,353

46年

耐用年数 50年

老朽度 92%

施設名

建物名

構造

延床面積 2273.92㎡

建築年度 1979年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

消防本部

庁舎_増築①（通信司令室）

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 31年

耐用年数 38年

老朽度 82%

施設名

建物名

構造

延床面積 475.83㎡

建築年度 1994年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

消防本部

庁舎_増築②（救急処置指導室）

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 28年

耐用年数 50年

老朽度 56%

施設名

建物名

構造

延床面積 30.19㎡

建築年度 1997年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

一関西消防署田村町分遣所

分遣所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37年

耐用年数 38年

老朽度 97%

施設名

建物名

構造

延床面積 198.19㎡

建築年度 1988年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関西消防署田村町分遣所

田村町分遣所屋根改修工事

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 5年

耐用年数 38年

老朽度 13%

施設名

建物名

構造

延床面積 0㎡

建築年度 2020年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

総合防災センター

防災センター

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 外壁改修及びｱｽﾍﾞｽﾄ調査

経費 23,870 23,870

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 エアコン更新 エアコン更新

経費 5,000 1,000 6,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 誘導灯LED改修

経費 1,826 1,826

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 23,870 0 1,826 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25,696

合計 更新 0 0 0 0 0 0 5,000 0 0 0 0 1,000 6,000

35年

耐用年数 50年

老朽度 70%

施設名

建物名

構造

延床面積 844.8㎡

建築年度 1990年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

総合防災センター

総合防災センター屋根等改修工事

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 5年

耐用年数 50年

老朽度 10%

施設名

建物名

構造

延床面積 0㎡

建築年度 2020年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

一関第１分団第１部第１班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 119%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.4㎡

建築年度 1988年度

経過年数 37年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第１分団第１部第２班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 68%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 2004年度

経過年数 21年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第１分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 52%

施設名

建物名

構造

延床面積 89.1㎡

建築年度 2009年度

経過年数 16年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第１分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

29年

耐用年数 31年

老朽度 94%

施設名

建物名

構造

延床面積 83.7㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

一関第１分団第４部消防屯所

一関第１分団第４部消防屯所（建物）

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 27%

施設名

建物名

構造

延床面積 72.19㎡

建築年度 2021年度

経過年数 4年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第１部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 61%

施設名

建物名

構造

延床面積 77.5㎡

建築年度 2006年度

経過年数 19年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 55%

施設名

建物名

構造

延床面積 89.1㎡

建築年度 2008年度

経過年数 17年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕

内容 トイレ改修

経費 1,265 1,265

合計 維持管理・修繕 0 1,265 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,265

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 84%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 1999年度

経過年数 26年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第４部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 81%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 2000年度

経過年数 25年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 100%

施設名

建物名

構造

延床面積 91.09㎡

建築年度 2010年度

経過年数 15年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第６部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 97%

施設名

建物名

構造

延床面積 83.7㎡

建築年度 1995年度

経過年数 30年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第７部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 32,200 42,200

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 32,200 0 42,200

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 126%

施設名

建物名

構造

延床面積 63㎡

建築年度 1986年度

経過年数 39年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２分団第８部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 90%

施設名

建物名

構造

延床面積 83.7㎡

建築年度 1997年度

経過年数 28年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第３分団第１部第１班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R31新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 103%

施設名

建物名

構造

延床面積 70㎡

建築年度 1993年度

経過年数 32年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第３分団第１部第2班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 地質調査等

経費 2,000 2,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 2,000

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R35新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.36㎡

建築年度 1998年度

経過年数 27年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第３分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R28新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 110%

施設名

建物名

構造

延床面積 74.25㎡

建築年度 1991年度

経過年数 34年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第３分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R30新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 103%

施設名

建物名

構造

延床面積 67.68㎡

建築年度 1993年度

経過年数 32年

耐用年数 31年

30



行政系施設　個別施設計画

一関第３分団第４部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 74%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 2002年度

経過年数 23年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第４分団第１部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 68%

施設名

建物名

構造

延床面積 84㎡

建築年度 2004年度

経過年数 21年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第４分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 65%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 2005年度

経過年数 20年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第４分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 84㎡

建築年度 1998年度

経過年数 27年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第４分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 60%

施設名

建物名

構造

延床面積 79.2㎡

建築年度 2016年度

経過年数 9年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第４分団第５部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 32,756 42,756

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 32,756 42,756

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 119%

施設名

建物名

構造

延床面積 64.39㎡

建築年度 1988年度

経過年数 37年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第４分団第６部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 27,952 37,952

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 27,952 37,952

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 119%

施設名

建物名

構造

延床面積 52.38㎡

建築年度 1988年度

経過年数 37年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第５分団第１部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R29新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 110%

施設名

建物名

構造

延床面積 60.88㎡

建築年度 1991年度

経過年数 34年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第５分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R32新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 103%

施設名

建物名

構造

延床面積 67.68㎡

建築年度 1993年度

経過年数 32年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第５分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R27新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 113%

施設名

建物名

構造

延床面積 51.84㎡

建築年度 1990年度

経過年数 35年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第５分団第４部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 27,952 37,952

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 27,952 0 0 37,952

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 123%

施設名

建物名

構造

延床面積 52.38㎡

建築年度 1987年度

経過年数 38年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第５分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 74.52㎡

建築年度 2015年度

経過年数 10年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第６分団第１部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 84%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 1999年度

経過年数 26年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第６分団第２部消防屯所

一関第６分団第２部消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 47%

施設名

建物名

構造

延床面積 70.54㎡

建築年度 2018年度

経過年数 7年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第６分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R33新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 100%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.84㎡

建築年度 1994年度

経過年数 31年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第７分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 100%

施設名

建物名

構造

延床面積 91.09㎡

建築年度 2010年度

経過年数 15年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第７分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 81%

施設名

建物名

構造

延床面積 85.5㎡

建築年度 2000年度

経過年数 25年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第７分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 47%

施設名

建物名

構造

延床面積 73.7㎡

建築年度 2018年度

経過年数 7年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

一関第７分団第４部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 77%

施設名

建物名

構造

延床面積 84㎡

建築年度 2001年度

経過年数 24年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第１水防倉庫

水防倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 45%

施設名

建物名

構造

延床面積 153.56㎡

建築年度 2011年度

経過年数 14年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第２水防倉庫

水防倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 35%

施設名

建物名

構造

延床面積 104.32㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

一関第３水防倉庫

水防倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 94%

施設名

建物名

構造

延床面積 77.76㎡

建築年度 1996年度

経過年数 29年

耐用年数 31年

52



行政系施設　個別施設計画

一関第４水防倉庫

水防倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 84%

施設名

建物名

構造

延床面積 77.76㎡

建築年度 1999年度

経過年数 26年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

釣山揚水場

揚水場

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

77年

耐用年数 31年

老朽度 248%

施設名

建物名

構造

延床面積 76.03㎡

建築年度 1948年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉支所

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 花泉支所庁舎屋上防水改修（４階） 花泉支所庁舎屋上防水改修（３階）

経費 19,228 5,000 24,228

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新 更新

内容 受変電設備更新（低圧コンデンサー） 受電設備更新（高圧気中開閉器） 受変電設備更新（変圧器）

経費 968 1,724 7,000 9,692

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕

内容 庁舎照明修繕（LEDライトユニット）

経費 12,000 12,000

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕 維持管理・修繕 更新 更新

内容 冷温水発生機修繕 中央監視装置更新自動制御設備（熱源系統）修繕 空調設備修繕（排煙濃度計） 冷却塔更新 冷温水発生機更新

経費 1,955 4,199 2,000 100,000 100,000 208,154

区分 維持管理・修繕 更新

内容 高架水槽修繕（ライニング、防錆） 高架水槽更新

経費 5,000 11,000 16,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 非常用発電設備更新

経費 3,144 3,144

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕 更新 更新 維持管理・修繕

内容 駐車場修繕（塗替他） 自動ドア装置更新 駐車場外灯更新 地下タンク改修（内面FRPライニング）

経費 2,000 1,200 7,000 6,600 16,800

合計 維持管理・修繕 0 0 21,183 4,199 0 14,000 0 0 12,000 0 0 6,600 57,982

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 968 1,724 3,144 0 7,000 101,200 11,000 0 7,000 0 0 132,036

37年

耐用年数 50年

老朽度 74%

建築

屋根 10～15年

H19.1施工
3階4階屋上
18年経過
2階屋上12
年経過

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間

施設名

建物名

構造

延床面積 4878.36㎡

建築年度 1988年度

経過年数

対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電 10年20年
区分開閉器
12年経過
変圧器40年経過

高圧機器
類

照明
設備

10～15年
H24～

25LED化

空調
設備

空調
設備

冷却塔、冷
温水発生機
とも経年劣
化（錆、変

形、固着等）
により分解

給排水
設備

水槽類 15～30年

初回指摘
R6.10点検
架台の錆進

行等

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備 10年

防火設備

その他
設備

その他
設備

50年

H27　駐車場
塗替・外灯改

修
H26自動ドア
装置取替

S63　地下タン
ク設置
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行政系施設　個別施設計画

花泉支所

車庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 屋根修繕（塗装等）

経費 5,000 5,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 5,000 0 0 0 0 0 5,000

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 37年

耐用年数 31年

老朽度 119%

施設名

建物名

構造

延床面積 626.47㎡

建築年度 1988年度

建築

屋根
H21.7実施
（団本部共

通）

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

花泉支所

自転車置場

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 37年

耐用年数 24年

老朽度 154%

施設名

建物名

構造

延床面積 3.94㎡

建築年度 1988年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

一関南消防署

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 改修

内容 電話機更新 シャッター改修

経費 1,815 2,000 3,815

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 0 0 0 2,000

合計 更新 0 0 0 0 0 1,815 0 0 0 0 0 0 1,815

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

14年

耐用年数 50年

老朽度 28%

施設名

建物名

構造

延床面積 678.45㎡

建築年度 2011年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第１分団第１部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

33年

耐用年数 24年

老朽度 138%

施設名

建物名

構造

延床面積 25.92㎡

建築年度 1992年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R31新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第１分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

11年

耐用年数 15年

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 78.66㎡

建築年度 2014年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第１分団第３部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 21,616 31,616

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 10,000 21,616 0 0 0 0 0 31,616

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

44年

耐用年数 24年

老朽度 183%

施設名

建物名

構造

延床面積 36.54㎡

建築年度 1981年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-4と統合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第１分団第４部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

45年

耐用年数 24年

老朽度 188%

施設名

建物名

構造

延床面積 36.54㎡

建築年度 1980年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-3と統合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第１部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

20年

耐用年数 31年

老朽度 65%

施設名

建物名

構造

延床面積 56.7㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.56㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

45年

耐用年数 15年

老朽度 300%

施設名

建物名

構造

延床面積 45.6㎡

建築年度 1980年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

統合検討中

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第４部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

29年

耐用年数 24年

老朽度 121%

施設名

建物名

構造

延床面積 38.88㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 下水管接続

経費 1,837 1,837

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 1,837 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,837

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

R6下水管接
続

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 建設・撤去

経費 24,034 24,034

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 24,034 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24,034

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

2年

耐用年数 15年

老朽度 13%

施設名

建物名

構造

延床面積 72.19㎡

建築年度 2023年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

花泉2-6-1、
2-6-2統合
R5新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第２分団第７部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

24年

耐用年数 31年

老朽度 77%

施設名

建物名

構造

延床面積 51.84㎡

建築年度 2001年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

8年

耐用年数 15年

老朽度 53%

施設名

建物名

構造

延床面積 70.54㎡

建築年度 2017年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

4年

耐用年数 15年

老朽度 27%

施設名

建物名

構造

延床面積 70.54㎡

建築年度 2021年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第３部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 9,486 23,200 32,686

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 9,486 23,200 0 0 0 0 0 0 32,686

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

43年

耐用年数 24年

老朽度 179%

施設名

建物名

構造

延床面積 40.5㎡

建築年度 1982年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

3-3-2と統合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第３部第２消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 撤去

経費 3,100 3,100

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

47年

耐用年数 24年

老朽度 196%

施設名

建物名

構造

延床面積 35.1㎡

建築年度 1978年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

3-3-1と統合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 74.53㎡

建築年度 2012年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

74



行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第５部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

29年

耐用年数 24年

老朽度 121%

施設名

建物名

構造

延床面積 22.68㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R33新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第３分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 80.3㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第４分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

16年

耐用年数 15年

老朽度 107%

施設名

建物名

構造

延床面積 89.43㎡

建築年度 2009年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第４分団第１部第２消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 21,040 31,040

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 10,000 21,040 0 0 0 31,040

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 175%

施設名

建物名

構造

延床面積 35.1㎡

建築年度 1983年度

経過年数 42年

耐用年数 24年
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行政系施設　個別施設計画

花泉第４分団第２部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

44年

耐用年数 31年

老朽度 142%

施設名

建物名

構造

延床面積 37.53㎡

建築年度 1981年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

統合検討中

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

花泉第４分団第３部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

4-3-2と統合予定

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 68%

施設名

建物名

構造

延床面積 64.8㎡

建築年度 2004年度

経過年数 21年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

花泉第４分団第３部第２消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

4-3-1と統合予定

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 117%

施設名

建物名

構造

延床面積 38.88㎡

建築年度 1997年度

経過年数 28年

耐用年数 24年
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行政系施設　個別施設計画

花泉第４分団第４部消防屯所

消防屯所

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 30,544 40,544

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 30,544 0 40,544

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 154%

施設名

建物名

構造

延床面積 58.86㎡

建築年度 1988年度

経過年数 37年

耐用年数 24年
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行政系施設　個別施設計画

花泉水防倉庫

水防倉庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 104.34㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 15年

83



行政系施設　個別施設計画

花泉第1水防倉庫

水防倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 39%

施設名

建物名

構造

延床面積 20.72㎡

建築年度 2013年度

経過年数 12年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

空中消火等補給基地資機材保管等施設

保管庫

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 154%

施設名

建物名

構造

延床面積 198㎡

建築年度 1988年度

経過年数 37年

耐用年数 24年
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行政系施設　個別施設計画

大東支所

東棟（潤い活力プラザ）

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 屋上防水改修

経費 5,000 5,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕

内容 高圧ケーブル交換

経費 3,000 3,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 3,000 5,000 0 0 0 0 0 8,000

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30年

耐用年数 50年

老朽度 60%

施設名

建物名

構造

延床面積 870.75㎡

建築年度 1995年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

高圧ケー
ブル25年

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

大東支所

西棟

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 屋上防水改修

経費 5,000 5,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,000 5,000

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 11年

耐用年数 38年

老朽度 29%

施設名

建物名

構造

延床面積 455.62㎡

建築年度 2014年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

大東支所

旧庁舎_増築②（事務室）

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 53年

耐用年数 24年

老朽度 221%

施設名

建物名

構造

延床面積 40㎡

建築年度 1972年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

一関北消防署

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修 改修

内容 女性専用施設整備 シャッター改修

経費 7,200 2,000 9,200

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 7,200 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 0 0 9,200

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

13年

耐用年数 50年

老朽度 26%

施設名

建物名

構造

延床面積 745.48㎡

建築年度 2012年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

大東第１分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 227%

施設名

建物名

構造

延床面積 46㎡

建築年度 1991年度

経過年数 34年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第１分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 220%

施設名

建物名

構造

延床面積 34.78㎡

建築年度 1992年度

経過年数 33年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第１分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第１分団第４部第１班消防屯所／大東第１分団第５部第１班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 90%

施設名

建物名

構造

延床面積 135㎡

建築年度 1997年度

経過年数 28年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

大東第１分団第５部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 220%

施設名

建物名

構造

延床面積 19.87㎡

建築年度 1992年度

経過年数 33年

耐用年数 15年

94



行政系施設　個別施設計画

大東第１分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 207%

施設名

建物名

構造

延床面積 28.8㎡

建築年度 1994年度

経過年数 31年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 58㎡

建築年度 2000年度

経過年数 25年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 160%

施設名

建物名

構造

延床面積 38㎡

建築年度 2001年度

経過年数 24年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 地質調査等

経費 10,000 10,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 10,000

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 233%

施設名

建物名

構造

延床面積 23㎡

建築年度 1990年度

経過年数 35年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第４部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 45.55㎡

建築年度 2005年度

経過年数 20年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第４部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 19㎡

建築年度 2005年度

経過年数 20年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 113%

施設名

建物名

構造

延床面積 74㎡

建築年度 2008年度

経過年数 17年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 53%

施設名

建物名

構造

延床面積 70.54㎡

建築年度 2017年度

経過年数 8年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

興田消防施設（大東第２分団第７部消防屯所）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

興田消防施設（大東第２分団第８部消防屯所）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 68.7㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第２分団第９部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 埋設給水管改修

経費 2,525 2,525

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 2,525 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,525

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R6埋設給水
管改修

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 159.2㎡

建築年度 1998年度

経過年数 27年

耐用年数 31年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第１部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 撤去

経費 1,826 1,826

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R5年度班統合
（3-1-2に移管）

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 220%

施設名

建物名

構造

延床面積 19.87㎡

建築年度 1992年度

経過年数 33年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第１部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 29㎡

建築年度 2004年度

経過年数 21年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第２部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

3-2-2と統合予定

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 41.4㎡

建築年度 1995年度

経過年数 30年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第２部第２班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

45年

耐用年数 31年

老朽度 145%

施設名

建物名

構造

延床面積 144㎡

建築年度 1980年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

3-2-1と統
合検討

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

摺沢消防施設（大東第３分団第３部第１班消防屯所）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 68.7㎡

建築年度 2014年度

経過年数 11年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第３部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 地質調査等

経費 10,000 10,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 10,000

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 240%

施設名

建物名

構造

延床面積 23㎡

建築年度 1989年度

経過年数 36年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 建設・撤去

経費 25,003 25,003

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 25,003 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25,003

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R5新築

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 13%

施設名

建物名

構造

延床面積 58.12㎡

建築年度 2023年度

経過年数 2年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R４新築
大東3-5-1
から大東3-

5へ

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 20%

施設名

建物名

構造

延床面積 104.34㎡

建築年度 2022年度

経過年数 3年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設

経費 10,000 41,800 51,800

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 41,800 0 0 51,800

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 267%

施設名

建物名

構造

延床面積 87㎡

建築年度 1985年度

経過年数 40年

耐用年数 15年

114



行政系施設　個別施設計画

大東第３分団第７部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 33%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.3㎡

建築年度 2020年度

経過年数 5年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第４分団第１部第１班屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

4-1-2と統
合予定

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 127%

施設名

建物名

構造

延床面積 46㎡

建築年度 2006年度

経過年数 19年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第４分団第１部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

4-1-1と統
合予定

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 307%

施設名

建物名

構造

延床面積 78㎡

建築年度 1979年度

経過年数 46年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第４分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 25,220 35,220

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 10,000 25,220 0 0 0 0 35,220

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 267%

施設名

建物名

構造

延床面積 45.55㎡

建築年度 1985年度

経過年数 40年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第４分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

統合検討中

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 307%

施設名

建物名

構造

延床面積 32㎡

建築年度 1979年度

経過年数 46年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

大東第４分団第４部屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 107%

施設名

建物名

構造

延床面積 74.52㎡

建築年度 2009年度

経過年数 16年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

千厩支所

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 改修 改修 改修 改修

内容 屋上防水改修(市民ホール) 屋上防水改修(旧議場通路) 屋上防水改修(西棟屋根) 屋上防水改修（東棟屋根）

経費 5,940 2,013 12,815 16,720 37,488

区分 維持管理・修繕

内容 非常階段修理(R2西棟1F済)

経費 216 216

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修 更新

内容 空調設備改修(２階大会議室) 空調設備改修(既設エアコン更新)

経費 10,261 80,000 90,261

区分 改修

内容 重油タンク改修※改修しない

経費 0 0

区分 更新

内容 トイレ改修(和式を洋式化)

経費 4,979 4,979

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 エレベーター改修

経費 50,000 50,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 216 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 216

合計 改修 0 0 5,940 2,013 23,076 16,720 0 0 0 0 50,000 0 97,749

合計 更新 0 0 0 0 0 4,979 80,000 0 0 0 0 0 84,979

43年

耐用年数 50年

老朽度 86%

施設名

建物名

構造

延床面積 3511.09㎡

建築年度 1982年度

経過年数

建築

屋根 15年

外壁 15年

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

15年

給排水
設備

水槽類 15年

浄化槽・ろ
過設備

15年

昇降
設備

エレベー
ター

17年

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備

12年
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行政系施設　個別施設計画

千厩支所

車庫棟

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 43年

耐用年数 31年

老朽度 139%

施設名

建物名

構造

延床面積 792.18㎡

建築年度 1982年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

千厩支所

駐輪場

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 43年

耐用年数 31年

老朽度 139%

施設名

建物名

構造

延床面積 15㎡

建築年度 1982年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

一関東消防署

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 改修

内容 防水改修

経費 30,349 30,349

区分 改修 改修

内容 改修、塗装 改修、塗装

経費 10,527 10,043 20,570

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 改修

内容 電話機更新 シャッター改修

経費 1,815 3,000 4,815

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 30,349 0 10,527 10,043 3,000 0 0 0 0 0 53,919

合計 更新 0 0 0 0 0 1,815 0 0 0 0 0 0 1,815

15年

耐用年数 50年

老朽度 30%

施設名

建物名

構造

延床面積 1202.54㎡

建築年度 2010年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関東消防署

救助訓練塔主塔

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 15年

耐用年数 50年

老朽度 30%

施設名

建物名

構造

延床面積 110.26㎡

建築年度 2010年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関東消防署

救助訓練塔補助塔

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 15年

耐用年数 38年

老朽度 39%

施設名

建物名

構造

延床面積 78.22㎡

建築年度 2010年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

千厩第１分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

5年

耐用年数 15年

老朽度 33%

施設名

建物名

構造

延床面積 75.51㎡

建築年度 2020年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第１分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.56㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第１分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

26年

耐用年数 15年

老朽度 173%

施設名

建物名

構造

延床面積 46.37㎡

建築年度 1999年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第１分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.56㎡

建築年度 2012年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第１分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

8年

耐用年数 15年

老朽度 53%

施設名

建物名

構造

延床面積 69.56㎡

建築年度 2017年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第１分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 68.7㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第２分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

16年

耐用年数 15年

老朽度 107%

施設名

建物名

構造

延床面積 61.69㎡

建築年度 2009年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第２分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

12年

耐用年数 15年

老朽度 80%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2013年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第２分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

33年

耐用年数 15年

老朽度 220%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.12㎡

建築年度 1992年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R27新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第２分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 15年

老朽度 180%

施設名

建物名

構造

延床面積 62.94㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第２分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

22年

耐用年数 15年

老朽度 147%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.12㎡

建築年度 2003年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第３分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

34年

耐用年数 15年

老朽度 227%

施設名

建物名

構造

延床面積 101.85㎡

建築年度 1991年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R26新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第３分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 造成等 建設

経費 2,785 26,219 29,004

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 2,785 26,219 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29,004

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

1年

耐用年数 15年

老朽度 7%

施設名

建物名

構造

延床面積 72.19㎡

建築年度 2024年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R6新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第３分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2012年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

千厩第３分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

23年

耐用年数 15年

老朽度 153%

施設名

建物名

構造

延床面積 46.58㎡

建築年度 2002年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

地域本部資機材倉庫

倉庫

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

50年

耐用年数 38年

老朽度 132%

施設名

建物名

構造

延床面積 109.2㎡

建築年度 1975年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山支所

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 玄関庇防水改修 2階屋上防水改修

経費 1,756 6,941 8,697

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 外壁改修工事 外壁改修工事 外壁改修工事

経費 26,961 26,609 10,626 64,196

区分 更新 改修

内容 変圧器交換 受変電設備

経費 600 3,000 3,600

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修 改修

内容 空調設備改修 空調設備改修

経費 1,815 60,000 61,815

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 トイレ配管 給排水修理改修

経費 2,244 20,000 22,244

区分 更新

内容 非常用発電設備

経費 8,000 8,000

区分 維持管理・修繕

内容 排煙窓改修工事

経費 4,989 4,989

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 地下重油タンク内面FRP施工 玄関前駐車場コンクリートブロック修繕 外部階段改修

経費 2,750 4,840 16,456 24,046

合計 維持管理・修繕 0 4,989 0 0 6,596 25,641 26,961 26,609 10,626 0 0 20,000 121,422

合計 改修 2,750 0 0 0 0 1,815 60,000 0 0 0 0 3,000 67,565

合計 更新 0 0 0 0 0 0 8,000 600 0 0 0 0 8,600

41年

耐用年数 50年

老朽度 82%

施設名

建物名

構造

延床面積 3869.54㎡

建築年度 1984年度

経過年数

建築

屋根 30年

外壁 40年

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

15年

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

20年

防災
設備

消防設備

防火設備 30年

その他
設備

その他
設備

15年
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行政系施設　個別施設計画

東山支所

大型車庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 塗装

経費 2,000 2,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 2,000

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 41年

耐用年数 31年

老朽度 132%

施設名

建物名

構造

延床面積 98.56㎡

建築年度 1984年度

建築

屋根 30年

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

東山支所

車庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 塗装

経費 2,000 2,000

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 2,000

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 41年

耐用年数 31年

老朽度 132%

施設名

建物名

構造

延床面積 164.71㎡

建築年度 1984年度

建築

屋根 30年

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

一関北消防署東山分署

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 シャッター改修

経費 2,000 2,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,000 0 0 2,000

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

11年

耐用年数 50年

老朽度 22%

施設名

建物名

構造

延床面積 552.6㎡

建築年度 2014年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第１部第１班消防屯所（山谷）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

21年

耐用年数 15年

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 125.87㎡

建築年度 2004年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第１部第１班消防屯所（町）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設

経費 10,000 73,248 83,248

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 10,000 73,248 0 0 0 83,248

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

43年

耐用年数 15年

老朽度 287%

施設名

建物名

構造

延床面積 165.62㎡

建築年度 1982年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第２部第１班消防屯所（本町）

消防屯所

コンクリートブロック造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

59年

耐用年数 34年

老朽度 174%

施設名

建物名

構造

延床面積 19.24㎡

建築年度 1966年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-2-2と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第２部第２班消防屯所（磐井里）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

6年

耐用年数 15年

老朽度 40%

施設名

建物名

構造

延床面積 58.12㎡

建築年度 2019年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-2-1と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第３部第１班消防屯所（館合）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

44年

耐用年数 15年

老朽度 293%

施設名

建物名

構造

延床面積 23.18㎡

建築年度 1981年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-3-2と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第３部第２班消防屯所（久保）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

20年

耐用年数 15年

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 38.66㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-3-1と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第４部第１班消防屯所（里前）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

21年

耐用年数 15年

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 55.89㎡

建築年度 2004年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

153



行政系施設　個別施設計画

東山第１分団第４部第２班消防屯所（大木）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

20年

耐用年数 15年

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 28.98㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

154



行政系施設　個別施設計画

東山第２分団第１部第１班消防屯所（野土）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

21年

耐用年数 15年

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 55.89㎡

建築年度 2004年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第２分団第１部第２班消防屯所（紙生里）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

20年

耐用年数 15年

老朽度 133%

施設名

建物名

構造

延床面積 28.98㎡

建築年度 2005年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第２分団第１部第３班消防屯所（矢ノ森）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.12㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第２分団第２部第１班消防屯所（竹沢）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 15年

老朽度 180%

施設名

建物名

構造

延床面積 48.85㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第２分団第２部第２班消防屯所（横沢）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 15年

老朽度 180%

施設名

建物名

構造

延床面積 48.85㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

東山第３分団第１部消防屯所（町裏）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 9,386 36,088 45,474

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 9,386 36,088 0 0 0 0 0 0 0 45,474

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

44年

耐用年数 15年

老朽度 293%

施設名

建物名

構造

延床面積 98.53㎡

建築年度 1981年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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東山第３分団第２部消防屯所（岩ノ下）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

28年

耐用年数 15年

老朽度 187%

施設名

建物名

構造

延床面積 60.17㎡

建築年度 1997年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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東山第３分団第３部消防屯所（滝ノ沢）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

25年

耐用年数 15年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 54.37㎡

建築年度 2000年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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東山第３分団第４部消防屯所（野平）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

3年

耐用年数 15年

老朽度 20%

施設名

建物名

構造

延床面積 74.52㎡

建築年度 2022年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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東山水防倉庫

水防倉庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

30年

耐用年数 15年

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.12㎡

建築年度 1995年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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室根支所

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 高圧ケーブル、動力変圧器交換 非常用予備発電冷却水ヒーター・始動用鉛電池、区分開閉器交換

経費 4,840 3,756 8,596

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 受水槽送水ポンプ更新

経費 2,409 2,409

区分 維持管理・修繕

内容 微細目スクリーン修繕

経費 1,006 1,006

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕

内容 自動ドア装置修繕

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 5,846 3,756 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9,602

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 2,409 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,409

29年

耐用年数 50年

老朽度 58%

施設名

建物名

構造

延床面積 3686.21㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

R4：エントラ
ンスホール・
３階会議室
箇所

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

高圧ケー
ブル25
年、動力
変圧器20
年

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備

駆動部・コ
ントロー
ラー７年、
走行レー
ル5年
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室根支所

倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 29年

耐用年数 31年

老朽度 94%

施設名

建物名

構造

延床面積 319.5㎡

建築年度 1996年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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室根支所

車庫（A）

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 29年

耐用年数 31年

老朽度 94%

施設名

建物名

構造

延床面積 504㎡

建築年度 1996年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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一関東消防署室根分署

庁舎

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 改修

内容 屋根改修

経費 500 500

区分 改修

内容 外壁塗装

経費 300 300

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 シャッター改修

経費 2,000 2,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 2,000 800 0 0 0 0 0 2,800

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

29年

耐用年数 38年

老朽度 76%

施設名

建物名

構造

延床面積 382㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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一関東消防署室根分署

油庫

コンクリートブロック造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 29年

耐用年数 34年

老朽度 85%

施設名

建物名

構造

延床面積 5㎡

建築年度 1996年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根コミュニティ消防センター

コミュニティ消防センター

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

34年

耐用年数 15年

老朽度 227%

施設名

建物名

構造

延床面積 305.56㎡

建築年度 1991年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

9年

耐用年数 15年

老朽度 60%

施設名

建物名

構造

延床面積 65.41㎡

建築年度 2016年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

11年

耐用年数 15年

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 76.18㎡

建築年度 2014年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

26年

耐用年数 15年

老朽度 173%

施設名

建物名

構造

延床面積 38.09㎡

建築年度 1999年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

173



行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第４部消防屯所

消防屯所

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 撤去

経費 26,389 26,389

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

53年

耐用年数 38年

老朽度 139%

施設名

建物名

構造

延床面積 212.3㎡

建築年度 1972年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R6解体

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

5年

耐用年数 15年

老朽度 33%

施設名

建物名

構造

延床面積 70.54㎡

建築年度 2020年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分 維持管理・修繕

内容 屋根・外壁塗装

経費 10,120 10,120

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 10,120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,120

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

34年

耐用年数 15年

老朽度 227%

施設名

建物名

構造

延床面積 61㎡

建築年度 1991年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第１分団第６部消防屯所

倉庫

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 34年

耐用年数 31年

老朽度 110%

施設名

建物名

構造

延床面積 19.87㎡

建築年度 1991年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

16年

耐用年数 15年

老朽度 107%

施設名

建物名

構造

延床面積 58.79㎡

建築年度 2009年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

30年

耐用年数 15年

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 81.98㎡

建築年度 1995年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

30年

耐用年数 15年

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 87.13㎡

建築年度 1995年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第５部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

11年

耐用年数 15年

老朽度 73%

施設名

建物名

構造

延床面積 76.18㎡

建築年度 2014年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

182



行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第６部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

18年

耐用年数 15年

老朽度 120%

施設名

建物名

構造

延床面積 57.96㎡

建築年度 2007年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

室根第２分団第７部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

17年

耐用年数 15年

老朽度 113%

施設名

建物名

構造

延床面積 59.87㎡

建築年度 2008年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

一関市役所川崎支所

庁舎

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕

内容 屋根塗装

経費 5,874 5,874

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容

経費 21,813 21,813

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 5,874 0 0 0 0 0 5,874

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 21,813 0 21,813

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

15年

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根 10年

経費は概
算。情勢に
より積算単
価が動くと
のこと。

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 42%

施設名

建物名

構造

延床面積 633.79㎡

建築年度 2015年度

経過年数 10年

耐用年数 24年
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行政系施設　個別施設計画

一関東消防署川崎分署

庁舎

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 改修

内容 屋根等改修

経費 10,008 10,008

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修 改修

内容 女子トイレ洋式改修 シャッター改修

経費 526 2,000 2,526

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 10,534 0 0 0 0 2,000 0 0 0 0 0 0 12,534

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

29年

耐用年数 38年

老朽度 76%

施設名

建物名

構造

延床面積 335.05㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関東消防署川崎分署

倉庫

軽量鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 43年

耐用年数 24年

老朽度 179%

施設名

建物名

構造

延床面積 19.44㎡

建築年度 1982年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関東消防署川崎分署

油庫

コンクリートブロック造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 29年

耐用年数 34年

老朽度 85%

施設名

建物名

構造

延床面積 4.62㎡

建築年度 1996年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修

188



行政系施設　個別施設計画

北上川交流センター(川崎防災センター)

防災センター

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 照明器具改修

経費 3,374 3,374

区分 更新

内容 空調設備更新

経費 4,070 4,070

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 電話交換機更新

経費 1,785 1,785

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 3,374 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,374

合計 更新 0 0 4,070 0 0 1,785 0 0 0 0 0 0 5,855

22年

耐用年数 34年

老朽度 65%

施設名

建物名

構造

延床面積 799.33㎡

建築年度 2003年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

15

空調
設備

空調
設備

21

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

北上川交流センター(川崎防災センター)

東屋

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 22年

耐用年数 17年

老朽度 129%

施設名

建物名

構造

延床面積 13㎡

建築年度 2003年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第１部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

29年

耐用年数 31年

老朽度 94%

施設名

建物名

構造

延床面積 126㎡

建築年度 1996年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

13年

耐用年数 15年

老朽度 87%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2012年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

14年

耐用年数 15年

老朽度 93%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2011年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第４部第１班消防屯所（赤柴）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9年

耐用年数 15年

老朽度 60%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2016年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第４部第１班消防屯所（赤柴）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 9年

耐用年数 15年

老朽度 60%

施設名

建物名

構造

延床面積 66.21㎡

建築年度 2016年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第４部第２班消防屯所（大久保）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

19年

耐用年数 15年

老朽度 127%

施設名

建物名

構造

延床面積 39.74㎡

建築年度 2006年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-4-3と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第１分団第４部第３班消防屯所（巻畑）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

49年

耐用年数 15年

老朽度 327%

施設名

建物名

構造

延床面積 37.72㎡

建築年度 1976年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

1-4-2と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第１部第１班消防屯所（銚子）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21年

耐用年数 15年

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 34.78㎡

建築年度 2004年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第１部第１班消防屯所（銚子）

屯所_増築

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 9年

耐用年数 15年

老朽度 60%

施設名

建物名

構造

延床面積 32.29㎡

建築年度 2016年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第１部第３班消防屯所（神平）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

21年

耐用年数 15年

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 34.78㎡

建築年度 2004年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第２部第１班消防屯所（千手堂）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25年

耐用年数 15年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 34.78㎡

建築年度 2000年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第２部第１班消防屯所（千手堂）

消防屯所（増築）

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 6年

耐用年数 15年

老朽度 40%

施設名

建物名

構造

延床面積 36.19㎡

建築年度 2019年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第２部第２班消防屯所（妻神）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

21年

耐用年数 15年

老朽度 140%

施設名

建物名

構造

延床面積 34.78㎡

建築年度 2004年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第３部第１班消防屯所（舘萩）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

10年

耐用年数 15年

老朽度 67%

施設名

建物名

構造

延床面積 64.59㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

2-3-2と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

川崎第２分団第３部第２班消防屯所（所萱）

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

45年

耐用年数 15年

老朽度 300%

施設名

建物名

構造

延床面積 28.98㎡

建築年度 1980年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

2-3-1と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢支所

庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分 維持管理・修繕 維持管理・修繕 維持管理・修繕

内容 屋上防水改修 屋根塗装 屋上防水改修

経費 17,973 10,000 19,771 47,744

区分 維持管理・修繕

内容 外壁改修

経費 26,108 26,108

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新

内容 空調設備改修

経費 49,060 49,060

区分

内容

経費 0

区分 改修

内容 合併浄化槽設置

経費 41,679 41,679

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 機械警備設備更新・職員玄関建具改修 庁舎出入口改修

経費 1,889 2,794 4,683

合計 維持管理・修繕 0 17,973 0 0 26,108 0 0 0 10,000 0 0 19,771 73,852

合計 改修 0 0 0 0 0 41,679 0 0 0 0 0 0 41,679

合計 更新 1,889 0 49,060 0 2,794 0 0 0 0 0 0 0 53,743

48年

耐用年数 50年

老朽度 96%

施設名

建物名

構造

延床面積 1584.4㎡

建築年度 1977年度

経過年数

建築

屋根 20

外壁 15

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

15

照明
設備

空調
設備

空調
設備

15

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

30

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

藤沢支所

庁舎_改修工事

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 14年

耐用年数 50年

老朽度 28%

施設名

建物名

構造

延床面積 0㎡

建築年度 2011年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

一関南消防署藤沢分署

消防分署庁舎

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10年

耐用年数 50年

老朽度 20%

施設名

建物名

構造

延床面積 562.22㎡

建築年度 2015年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関南消防署藤沢分署

敷地地質調査業務委託

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経過年数 11年

耐用年数 50年

老朽度 22%

施設名

建物名

構造

延床面積 0㎡

建築年度 2014年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

その他
設備

その他
設備
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行政系施設　個別施設計画

一関南消防署藤沢分署

実施設計業務委託

鉄筋コンクリート造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

経過年数 11年

耐用年数 50年

老朽度 22%

施設名

建物名

構造

延床面積 0㎡

建築年度 2014年度

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第１分団第２部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 9,386 30,408 39,794

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 9,386 30,408 0 0 0 0 0 0 39,794

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

37年

耐用年数 15年

老朽度 247%

施設名

建物名

構造

延床面積 24.3㎡

建築年度 1988年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第１分団第２部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 解体

経費 3,000 3,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

37年

耐用年数 15年

老朽度 247%

施設名

建物名

構造

延床面積 24.3㎡

建築年度 1988年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

212



行政系施設　個別施設計画

藤沢第１分団第２部第２班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 10,000 15,736 25,736

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 10,000 15,736 0 0 0 0 0 25,736

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

41年

耐用年数 31年

老朽度 132%

施設名

建物名

構造

延床面積 21.84㎡

建築年度 1984年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第１分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

25年

耐用年数 15年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 52.01㎡

建築年度 2000年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第１分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

23年

耐用年数 15年

老朽度 153%

施設名

建物名

構造

延床面積 33.12㎡

建築年度 2002年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第１部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 解体

経費 3,000 3,000

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

40年

耐用年数 15年

老朽度 267%

施設名

建物名

構造

延床面積 57.97㎡

建築年度 1985年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第１部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

30年

耐用年数 15年

老朽度 200%

施設名

建物名

構造

延床面積 26.8㎡

建築年度 1995年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第１部第３班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設・撤去

経費 9,386 36,088 45,474

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 9,386 36,088 0 0 0 0 0 0 0 45,474

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

70年

耐用年数 15年

老朽度 467%

施設名

建物名

構造

延床面積 67.9㎡

建築年度 1955年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

2-1-1と統
合予定

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第２部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 15年

老朽度 180%

施設名

建物名

構造

延床面積 77.84㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第２部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

6年

耐用年数 15年

老朽度 40%

施設名

建物名

構造

延床面積 76.58㎡

建築年度 2019年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

22年

耐用年数 15年

老朽度 147%

施設名

建物名

構造

延床面積 99.38㎡

建築年度 2003年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第４部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

15年

耐用年数 15年

老朽度 100%

施設名

建物名

構造

延床面積 73.9㎡

建築年度 2010年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第５部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

36年

耐用年数 15年

老朽度 240%

施設名

建物名

構造

延床面積 136.78㎡

建築年度 1989年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

R25新築

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第５部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

27年

耐用年数 15年

老朽度 180%

施設名

建物名

構造

延床面積 23.18㎡

建築年度 1998年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第２分団第５部第３班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

25年

耐用年数 15年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 13.24㎡

建築年度 2000年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第３分団第１部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

8年

耐用年数 15年

老朽度 53%

施設名

建物名

構造

延床面積 70.54㎡

建築年度 2017年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第３分団第２部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

25年

耐用年数 15年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 45.55㎡

建築年度 2000年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第３分団第３部消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

25年

耐用年数 15年

老朽度 167%

施設名

建物名

構造

延床面積 36.4㎡

建築年度 2000年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第３分団第４部消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 更新 更新

内容 地質調査等 建設

経費 10,000 29,500 39,500

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 10,000 29,500 0 0 0 0 39,500

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

40年

耐用年数 31年

老朽度 129%

施設名

建物名

構造

延床面積 56.25㎡

建築年度 1985年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第３分団第５部第１班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 20%

施設名

建物名

構造

延床面積 72.05㎡

建築年度 2022年度

経過年数 3年

耐用年数 15年
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行政系施設　個別施設計画

藤沢第３分団第５部第２班消防屯所

消防屯所

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

24年

耐用年数 15年

老朽度 160%

施設名

建物名

構造

延床面積 52.17㎡

建築年度 2001年度

経過年数

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

3-5-3と統
合予定

区分名 内容
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藤沢第３分団第５部第３班消防屯所

消防屯所

鉄骨造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分 除却

内容 撤去

経費 1,207 1,207

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

3-5-2と統
合予定

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 181%

施設名

建物名

構造

延床面積 9.72㎡

建築年度 1969年度

経過年数 56年

耐用年数 31年

232



行政系施設　個別施設計画

町裏水防倉庫

水防倉庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 387%

施設名

建物名

構造

延床面積 33㎡

建築年度 1967年度

経過年数 58年

耐用年数 15年
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川口沖水防倉庫

水防倉庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 420%

施設名

建物名

構造

延床面積 33㎡

建築年度 1962年度

経過年数 63年

耐用年数 15年
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小日形水防倉庫

水防倉庫

木造

単位：千円

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

区分

内容

経費 0

合計 維持管理・修繕 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 改修 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 更新 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

区分について

※本計画を踏まえ、対策費用については予算編成の中で検討していきます。

維持管理・修繕
施設、設備、構造物等の機能の維持のために必要となる点検・調査、補修、修繕などをいう。なお、補修、修繕については、補修、修繕を行った後の効用が当初の効用を上回らないものをいう。
例えば、法令に基づく点検や屋根・外壁の塗装、畳の張替など。

改修 施設等を直すこと。なお、改修を行った後の効用が当初の効用を上回るものをいう。例えば、耐震改修、長寿命化改修など。

更新 老朽化等に伴い機能が低下した施設等を取替え、同程度の機能に再整備すること。

その他
設備

その他
設備

区分名 内容

昇降
設備

エレベー
ター

その他昇
降機

配管・ポン
プ類

防災
設備

消防設備

防火設備

空調
設備

空調
設備

給排水
設備

水槽類

浄化槽・ろ
過設備

電気
設備

受変電

高圧機器
類

照明
設備

建築

屋根

外壁

設備・部位
耐用年数
または
サイクル

計画期間 対策費
用
合計

備考

老朽度 440%

施設名

建物名

構造

延床面積 38.88㎡

建築年度 1959年度

経過年数 66年

耐用年数 15年
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